
２　意識・行動変容による生活習慣の改善

（１）栄養・食生活

男性 D

女性 D

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 29.1% 29.4% 29.5% 31.2% 32.7% 32.1%

達成の目安 29.1% 28.8% 28.5% 28.2% 27.9% 27.6% 27.2% 26.9% 26.6% 26.3% 26.0% 25.7% 25.4% 25.0%

現状値 18.5% 18.6% 19.0% 19.3% 20.0% 18.9%

達成の目安 18.5% 18.2% 18.0% 17.7% 17.5% 17.2% 16.9% 16.7% 16.4% 16.2% 15.9% 15.6% 15.4% 15.0%

男子 A

女子 C

肥満傾向児（肥満度20.0%以上）の割合の減少（小学5年生）

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 8.3% 6.9% 9.5% 9.0% 8.1% 7.3%

達成の目安 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3%

現状値 4.5% 4.9% 4.5% 5.7% 6.1% 5.1%

達成の目安 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5% 4.5%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

3.6% 3.8% 2.9% 3.0% 3.2% 1.7%

3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6% 3.6%

重点目標

適正体重の自己管理
評価

学校保健統計

男子は目標を達成していますが、女子は横ばいとなっていま

す。

学童期からの肥満予防、生活習慣病予防の取組が必要です。

評価 A
重点目標

適正体重の自己管理

痩身傾向児（肥満度－20.0%以下）の割合の減少（中学3年生

女子）

学校保健統計

目標を達成しています。

今後も進捗管理をするとともに、適正体重等の正しい知識の

普及を図っていきます。

年度

現状値

年度

男

重点目標

　適正体重の自己管理

肥満者（BMI25以上）の割合の減少（40～69歳）

「刈谷市　特定健診・保健指導情報データを活用した分析・

評価」 愛知県

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

分類

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

年度

男

女

男女ともに増加しています。

若い頃からの肥満予防のアプローチ、生活習慣病予防の取組

が必要です。

評価

分類

女

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

達成の目安

分類
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

16.7% ー 17.2% 16.5%

16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 55.8% － － 65.4% 62.2% 61.8%

達成の目安 55.8% 57.1% 58.4% 59.7% 61.0% 62.3% 63.6% 64.9% 66.2% 67.5% 68.8% 70.0%
20～39

歳
現状値 42.9% 40.6% 42.1%

40～74

歳
現状値 66.4% 64.9% 64.4%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

93.3% 91.1% 92.0% 93.2% 92.4% 92.5%

93.3% 93.9% 94.5% 95.1% 95.7% 96.4% 97.0% 97.6% 98.2% 98.8% 99.4% 100.0%

平成24年度：市民健康意識調査

平成27年度：特定健康診査、簡易人間ドックアンケート

平成28年度～：特定健康診査、乳幼児健康診査、39歳以下健

康診査アンケート

増減がありますが、増加しています。

ライフステージに応じた栄養・食生活に関する正しい知識の

普及啓発等の取組が必要です。

C評価
健康・行動目標

適切な量と質の食事の摂取

３歳児健康診査問診票

横ばいとなっています。

乳幼児期における食育の推進及び生活習慣と合わせた食生活

に関する正しい知識の普及啓発等の取組が必要です。

朝食を摂取する者の割合の増加（３歳児）

Ｂ
健康・行動目標

適切な量と質の食事の摂取

ほとんど毎日、1日に２食以上主食・主菜・副菜をそろえて食

べる者の割合の増加（20～74歳）

データソース

分析・評価

及び

見直し

年度

年度

現状値

達成の目安

目標項目

評価

基本チェックリストの変更に伴い、該当データが示されない

ため、判定ができない状況です。

データソース：「お元気確認シート（事業対象者及び要支

援・要介護認定者除く)」

目標値：16.7%以下→15.9%以下

参考値：15.9%（2017（平成29）年度）

※低栄養傾向高齢者について、BMI20未満からBMI20 以下へ

策定時より訂正します。

年度

評価 E
重点目標

　適正体重の自己管理

基本チェックリスト（要介護認定された者を除く）

低栄養傾向高齢者（BMI20以下）の増加の抑制（65歳以上）

分析・評価

及び

見直し

分類

目標項目

分類

現状値

達成の目安

分類

全体

データソース

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し
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年度

年度

年度

判定保留

データソース・目標値を変更します

年度



22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

94.4% 94.7% 91.5% 91.1% 91.0% 91.1%

94.4% 94.9% 95.4% 95.9% 96.4% 97.0% 97.5% 98.0% 98.5% 99.0% 99.5% 100.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

88.2% 88.5% 83.3% 85.4% 84.4% 83.7%

88.2% 89.3% 90.4% 91.5% 92.6% 93.7% 94.8% 95.9% 97.0% 98.1% 99.2% 100.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

0 0 0 3 8

9 18 27 36 45 54 63 72 81 90 100

健康・行動目標

達成の目安

年度

現状値

現状値

達成の目安

分類

目標項目

達成の目安

データソース

分析・評価

及び

見直し

年度

データソース

分析・評価

及び

見直し

分析・評価

及び

見直し

年度

現状値

分類

目標項目

分類

目標項目

データソース

朝食を摂取する者の割合の増加（小学５年生）

適切な量と質の食事の摂取
評価

増減はありますが、減少しています。

学童期における食育の推進、生活習慣と合わせた食生活に関

する正しい知識の普及啓発や食生活の改善に向けた取組が必

要です。

評価 C

環境目標

食に関する情報を得るための

環境づくり

実績（健康推進課調べ）

件数は少なく、現状の推移では、目標には及ばない状況で

す。

健康づくりに協力してくれる店等を増加するよう、体制の整

備が必要です。

健康づくりに協力してくれる店等の増加〔再掲〕

健康・行動目標

適切な量と質の食事の摂取

2014（平成26）年度以降は、横ばいとなっています。

学童期における食育の推進、生活習慣と合わせた食生活に関

する正しい知識の普及啓発等の取組が必要です。

C評価

学校給食センターの食生活に関するアンケート

D

朝食を摂取する者の割合の増加（中学2年生）

学校給食センターの食生活に関するアンケート
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

226 244 270 293 312 327

226 240 254 268 282 296 310 324 338 352 366 380

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

383 429 472 511 549 587

383 402 421 440 459 478 497 516 535 554 573 600

　（２）身体活動・運動

男 D

女 C

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 49.7% 49.7% 50.8% 49.7% 49.0% 47.8%

達成の目安 49.7% 50.6% 51.6% 52.5% 53.4% 54.4% 55.3% 56.2% 57.1% 58.1% 59.0% 60.0%

現状値 42.2% 42.8% 43.2% 42.9% 42.3% 42.6%

達成の目安 42.2% 42.9% 43.6% 44.3% 45.0% 45.8% 46.5% 47.2% 47.9% 48.6% 49.3% 50.0%

全体 現状値 45.7% 46.5% 45.8% 45.2% 44.8%

環境目標

評価
重点目標

運動に取り組む市民の増加

運動習慣者の割合の増加（40～74歳）

質問票項目別集計表（特定健診等データ管理システム）

男性は減少し、女性は横ばいとなっています。

若い頃より運動の習慣化を図るため、関係部署、関係機関、

企業等と協力した運動機会の周知等の取組が必要です。

女

分析・評価

及び

見直し

分類

年度

現状値

達成の目安

目標項目

達成の目安

データソース

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

年度

現状値

年度

男

分類

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

分類

環境目標

実績（健康推進課調べ）※2000（平成12）年度からの延人数

保健推進員の養成数の増加

食に関する情報を得るための

環境づくり

B

養成数は増加しています。

継続して養成し、保健推進員の活動を支援していくことが重

要です。

食に関する情報を得るための

環境づくり

評価 B

食生活改善推進員の養成数の増加

評価

実績（健康推進課調べ）※1998（平成10）年度からの延人数

養成数は増加しています。

継続して養成し、会員の活動を支援していくことが重要で

す。

食生活改善協議会員は、従前の食生活改善推進員より名称変

更します。（2013（平成25）年度）
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目標項目を変更します

年度
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 32.2% 36.0% 39.5%

達成の目安 32.2% 34.4% 36.6% 38.8% 41.0% 43.2% 45.4% 47.6% 50.0%
20～39

歳
現状値 12.2% 14.4% 14.1%

40～74

歳
現状値 33.1% 38.8% 42.8%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 14.7% － － 43.0% 46.2% 48.8%

達成の目安 14.7% 20.6% 26.5% 32.4% 38.3% 44.2% 50.1% 56.0% 61.9% 67.8% 73.7% 80.0%
20～39

歳
現状値 28.4% 28.8% 30.5%

40～74

歳
現状値 43.7% 48.4% 51.2%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

1,424 1,772 2,057 2,361 2,573 2,760

1,424 1,585 1,746 1,907 2,068 2,229 2,390 2,551 2,712 2,873 3,034 3,200

平成24年度：市民健康意識調査

平成27年度：特定健康診査、簡易人間ドックアンケート

平成28年度～：特定健康診査、乳幼児健康診査、39歳以下健

康診査アンケート

増加していますが、若い世代の認知度は低い状況です。

ロコモティブシンドロームについての普及啓発、介護予防の

推進が必要です。

健康・行動目標

運動の必要性を理解し、実践する

市民の増加

評価 B

評価
重点目標

運動に取り組む市民の増加
分類

データソース

分析・評価

及び

見直し

現状値

達成の目安

年度

全体

B

年度

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

分類

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

分類

目標項目

年度

全体

B
健康・行動目標

ロコモティブシンドロームを認知している者の割合の増加

（20～74歳）

運動の必要性を理解し、実践する

市民の増加

評価

げんき度測定新規受験者数の増加

げんき度測定新規受検者数※2011（平成23）年度からの延人数

新規受検者数は増加しています。

げんきプラザの周知とともに、運動による健康づくりの情報

発信等の取組が必要です。

＋１０
プラス・テン

を認知している者の割合の増加（20～74歳）

平成27年度：特定健康診査、簡易人間ドックアンケート

平成28年度～：特定健康診査、乳幼児健康診査、39歳以下健

康診査アンケート

増加していますが、若い世代の認知度は低い状況です。

+10（プラス・テン）についての啓発を強化し、認知度向上を

図っていきます。
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

2,107 2,032 2,126 2,175 2,182 2,208

2,107 2,460 2,813 3,166 3,519 3,872 4,225 4,578 4,931 5,284 5,637 6,000

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

10 10 10 10 10 10

10 10 11 11 12 12 12 13 13 14 14 15

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

0 0 1 2 3 4

0 0 1 1 2 2 3 3 4 4 5 5

実績（スポーツ課調べ）

コース数は横ばいとなっています。

関係部署の事業進捗状況等を勘案し、今後の設置について検

討が必要です。また、ウォーキングイベント、ウォーキング

の機会に関する情報発信等の取組が必要です。

環境目標

運動に取り組みやすい環境づくり
評価 B

げんきプラザと連携し、健康づくりに取り組む運動施設の増

加

実績（健康推進課調べ）

年度

目標項目

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

現状値

達成の目安

年度

分類

分類

現状値

達成の目安

データソース

現状値

達成の目安

目標項目

データソース

分類

分析・評価

及び

見直し

分析・評価

及び

見直し

年度

加入者数は横ばいとなっています。

総合型地域スポーツクラブの普及啓発とともに、クラブの充

実等、継続した取組が必要です。

目標値：6,000人→2,500人

加入者数の現状及び市内各クラブへの聞き取り調査の結果等

を勘案し、目標値を変更します。

ウォーキングコースの増加

評価 C

総合型地域スポーツクラブ加入者数の増加

実績（スポーツ課調べ）

施設数は増加しています。

げんきプラザ、各公共スポーツ施設とともに、運動に関する

情報提供等、安心、安全に運動できる環境づくりの推進が必

要です。

運動の必要性を理解し、実践する

市民の増加

環境目標

運動に取り組みやすい環境づくり
評価 C

健康・行動目標
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　（３）休養・こころの健康

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 75.8% 76.4% 76.0% 75.1% 75.3% 73.7%

達成の目安 75.8% 76.2% 76.6% 76.9% 77.3% 77.7% 78.1% 78.5% 78.8% 79.2% 79.6% 80.0%

男 現状値 79.4% 78.8% 77.6% 78.2% 76.6%

女 現状値 74.2% 73.9% 73.3% 73.1% 71.6%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

26.6% 27.7% 25.3% 21.2% 22.1% 22.0%

26.6% 25.4% 24.1% 22.9% 21.7% 20.5% 19.2% 18.0% 16.8% 15.5% 14.3% 13.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

10.6% 12.4% 13.5% 13.9% 12.5% 10.0%

10.6% 10.5% 10.5% 10.4% 10.4% 10.3% 10.3% 10.2% 10.2% 10.1% 10.1% 10.0%

エジンバラ産後うつ病質問票により産後うつ病が疑われる産

婦の割合の減少

４か月児健康診査時のエジンバラ産後うつ病質問票

現状値

達成の目安

分類

データソース

分析・評価

及び

見直し

分類

年度

全体

分類

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

年度

現状値

達成の目安

目標項目

年度

質問票項目別集計表（特定健診等データ管理システム）

睡眠による休養を十分とれている者の割合の増加（40～74

歳）

増減がありますが、減少しています。

休養がとれるよう、休養とこころの健康づくりに関する普及

啓発等の取組が必要です。

評価 B
健康・行動目標

心身ともに健康な市民の増加

評価 B
健康・行動目標

心身ともに健康な市民の増加

評価 Ｄ
健康・行動目標

心身ともに健康な市民の増加

減少していますが、増減があるため、達成状況をＢ判定とし

ています。

妊娠中から切れ目のない相談・支援体制の充実を今後も図っ

ていくことが重要です。

３歳児健康診査アンケート

午後10時以降に就寝する子どもの割合の減少（３歳児）

増減はありますが、減少しています。

乳幼児健康診査時等の生活習慣に関する相談、健康教育等の

継続した取組が重要です。
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

0 0 0 3 8

9 18 27 36 45 54 63 72 81 90 100

　（４）喫煙・ＣＯＰＤ

男性 Ｂ

女性 Ｂ

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 37.3% 36.1% 34.5% 34.2% 35.0% 35.1%

達成の目安 37.3% 36.2% 35.1% 34.0% 32.9% 31.8% 30.7% 29.6% 28.5% 27.4% 26.3% 25.2% 24.1% 23.0%

現状値 7.3% 7.3% 7.4% 7.7% 6.8% 6.6%

達成の目安 7.3% 7.1% 7.0% 6.8% 6.6% 6.5% 6.3% 6.1% 5.9% 5.8% 5.6% 5.4% 5.3% 5.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

2.1% 4.6% 3.5% 2.2% 2.0% 2.1%

2.1% 1.9% 1.7% 1.5% 1.3% 1.2% 1.0% 0.8% 0.6% 0.4% 0.2% 0.0%

喫煙率の低下・受動喫煙の防止

妊娠中の喫煙率の減少

４か月児健康診査時すこやか親子アンケート

一時増加しましたが、2015（平成27）年度以降は横ばいと

なっています。

喫煙による妊婦や胎児への影響についての啓発、母子健康手

帳交付時の喫煙者への保健指導等、継続した取組が必要で

す。

健康づくりに協力してくれる店等の増加〔再掲〕

件数は少なく、現状の推移では、目標には及ばない状況で

す。

健康づくりに協力してくれる店等を増加するよう、体制の整

備が必要です。

評価 C

環境目標

こころの健康に関する情報を得る

ための環境づくり

実績（健康推進課調べ）

評価

喫煙率の減少（40～74歳）

「刈谷市　特定健診・保健指導情報データを活用した分析・

評価」 愛知県

男女ともに増減がありますが、減少しています。

喫煙率の減少に向けて、関係機関、企業等と連携した啓発、

受動喫煙防止対策の推進が必要です。

　

重点目標

喫煙率の低下・受動喫煙の防止

評価 Ｃ
重点目標

分析・評価

及び

見直し

年度

現状値

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

目標項目

年度

年度

男

分類

女

分類

現状値

達成の目安

データソース

分析・評価

及び

見直し

達成の目安

目標項目

データソース

分類
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4か月児 B
1歳

6か月児
B

3歳児 B

子育て中の家庭における同居家族の喫煙者の割合の減少

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 36.6% 38.6% 36.3% 33.5% 32.5% 30.9%

達成の目安 36.6% 35.1% 33.6% 32.1% 30.6% 29.1% 27.5% 26.0% 24.5% 23.0% 21.5% 20.0%

現状値 38.4% 37.9% 35.9% 34.6% 33.0% 31.9%

達成の目安 38.4% 36.7% 35.1% 33.4% 31.7% 30.1% 28.4% 26.7% 25.0% 23.4% 21.7% 20.0%

現状値 40.1% 39.3% 36.1% 35.4% 35.1% 32.4%

達成の目安 40.1% 38.3% 36.5% 34.7% 32.9% 31.1% 29.3% 27.5% 25.7% 23.9% 22.1% 20.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

0 0 0 0 0 1

0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

1 4 4 5 5 5

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34

環境目標

喫煙の害に関する知識の普及

4か

月児

事業数は増加していますが、現状の推移では、目標には及ば

ない状況です。

各種事業においてＣＯＰＤに関する普及啓発を積極的に行っ

ていくことが必要です。

実績（健康推進課調べ）

COPDの知識の普及啓発をする事業数の増加

C評価
環境目標

喫煙の害に関する知識の普及

未成年者の喫煙をなくすため、市内の中学・高校と健康課が

連携して啓発を実施した校数の増加

実績（子育て支援課調べ）

実施校数は少なく、現状の推移では、目標には及ばない状況

です。

学校保健と連携し、児童、生徒に即した啓発が実施できる体

制の整備が必要です。

組織機構の改正に伴い、「未成年者の喫煙をなくすため、市

内の中学・高校と連携して啓発を実施した校数の増加」へ変

更します。(2017（平成29）年度）

評価 B

平成24年度 ：乳幼児健康診査アンケート

平成25年度～：乳幼児健康診査時すこやか親子アンケート

1歳6か

月児

データソース

3歳児

項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

分類

年度

達成の目安

分類

目標項目

年度

現状値

達成の目安

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

分析・評価

及び

見直し

年度

現状値

すべての乳幼児健康診査時において、減少しています。

受動喫煙の及ぼす影響についての啓発、乳幼児健康診査時の

喫煙者や喫煙者がいる家庭への保健指導等、継続した取組が

必要です。

評価

重点目標

喫煙率の低下・受動喫煙の防止

分類
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

75 76 76 76 76 78

75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 85

　（５）飲酒

男性 B

女性 D

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

現状値 12.4% 12.3% 11.8% 12.2% 11.8% 11.6%

達成の目安 12.4% 12.3% 12.1% 12.0% 11.9% 11.8% 11.6% 11.5% 11.4% 11.2% 11.1% 11.0%

現状値 6.2% 6.5% 6.6% 6.4% 7.0% 7.1%

達成の目安 6.2% 6.1% 6.0% 5.9% 5.8% 5.7% 5.5% 5.4% 5.3% 5.2% 5.1% 5.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

2.9% 2.0% 1.4% 1.4% 0.7% 0.4%

2.9% 2.6% 2.4% 2.1% 1.9% 1.6% 1.3% 1.1% 0.8% 0.6% 0.3% 0.0%

女性

年度

男性

現状値

達成の目安

データソース

分析・評価

及び

見直し

評価分類

目標項目

年度

現状値

達成の目安

目標項目

分類

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

分類

データソース

分析・評価

及び

見直し

年度

評価 B
環境目標

受動喫煙の防止

受動喫煙防止対策実施認定施設データベース

認定施設数は増加しています。

健康増進法の改正による受動喫煙防止対策を一層推進すると

ともに、愛知県の受動喫煙防止対策実施施設認定事業を企業

等へ周知していくことが必要です。

市内公共施設の受動喫煙防止対策実施施設数の増加

妊娠中に飲酒している者の減少

４か月児健康診査時すこやか親子アンケート

減少しています。

飲酒による妊婦や胎児への影響についての啓発、母子健康手

帳交付時等の飲酒者への保健指導等の継続した取組が必要で

す。

重点目標

評価
重点目標

生活習慣病を高める飲酒の減少

生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者の割合の減

少（40～74歳）

質問票項目別集計表（特定健診等データ管理システム）

男性は減少し、女性は増加しています。

アルコールの健康への影響や適正飲酒に関する普及啓発、性

別、年齢別に即した保健指導等の取組が必要です。

生活習慣病を高める飲酒の減少
B
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

0 0 0 0 0 2

0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 11

　（６）歯・口腔の健康

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

13.5% 16.3% 19.3% 22.3% 22.8% 24.9%

13.5% 14.1% 14.7% 15.3% 15.9% 16.5% 17.0% 17.6% 18.2% 18.8% 19.4% 20.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

89.8% 90.2% 90.0% 89.5% 90.4% 90.8%

89.8% 90.3% 90.7% 91.2% 91.7% 92.2% 92.6% 93.1% 93.6% 94.0% 94.5% 95.0%達成の目安

年度

現状値

達成の目安

現状値

達成の目安

現状値

分類

年度

分類

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

評価 Ｂ
健康・行動目標

むし歯・歯周炎の減少

３歳児歯科健康診査結果

増減がありますが、増加しています。

乳幼児歯科健康診査時の健康教育や保健指導等の継続した取

組が重要です。

むし歯のない者の割合の増加（３歳児）

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

年度

目標項目

データソース

未成年者の飲酒をなくすため、市内の中学・高校と健康課が

連携して啓発を実施した校数の増加

実績（子育て支援課調べ）

実施校数は少なく、現状の推移では、目標には及ばない状況

です。

学校保健と連携し、児童、生徒に即した啓発が実施できる体

制の整備が必要です。

組織機構の改正に伴い、「未成年者の飲酒をなくすため、市

内の中学・高校と連携して啓発を実施した校数の増加」へ変

更します。(2017（平成29）年度）

分析・評価

及び

見直し

評価 A
重点目標

８０２０運動の推進

80歳以上で20本以上自分の歯を有する者の割合の増加

80歳で歯科医師の診査により、20本以上自分の歯を有すると

認められた者の割合

目標を達成しています。

８０２０運動を推進し、高齢期の歯・お口の健康を維持でき

るよう、医療機関と連携した取組の継続が重要です。

　

目標値：20.0%→25.0%

評価 C
環境目標

未成年者の飲酒の減少
分類
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22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

18.2% 21.1% 20.1% 15.6% 40.3% 39.2%

18.2% 17.6% 17.1% 16.5% 16.0% 15.4% 14.8% 14.3% 13.7% 13.2% 12.6% 12.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

15.3% 17.5% 17.5% 17.1% 16.7% 16.4%

15.3% 15.7% 16.2% 16.6% 17.0% 17.5% 17.9% 18.3% 18.7% 19.2% 19.6% 20.0%

22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

10 2 2 5 10 10

10 10 11 11 12 12 13 13 14 14 15 15

年度

評価

歯科健康診査受診率

年度

分析・評価

及び

見直し

実績（学校教育課調べ）

実施校数は一時減少しましたが、2016（平成28）年以降は横

ばいとなっています。

学校保健等と協力し、給食後の歯みがき校数が増加するよう

継続して取り組み、正しい歯みがき習慣の定着を図ることが

必要です。

現状値

現状値

達成の目安

分類

分類

目標項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

健康・行動目標

むし歯・歯周炎の減少

歯周炎を有する者の割合の減少（40歳）

D

達成の目安

年

現状値

達成の目安

分類

項目

データソース

分析・評価

及び

見直し

受診率は増減がありますが、増加しています。

定期的な歯科健康診査受診の必要性の啓発、効果的な受診勧

奨等、受診率の向上を図る取組が必要です。

データソース

歯科健康診査結果

2016（平成28）年以降、大幅に増加しています。

若い頃からのむし歯・歯周病予防の普及啓発、歯科健康診査

受診時の保健指導等、医療機関と連携した取組が必要です。

目標値：12.0%→25.0%

2016（平成28）年度に歯周病検診マニュアルが改訂され、歯

周病の評価が見直されたことによる影響により増加したこと

が考えられます。

評価 Ｃ
環境目標

歯みがき習慣の確立

給食後の歯みがきを実施している小学校の増加

目標項目

評価 Ｂ
健康・行動目標

歯科健康診査受診率の向上

成人歯科健康診査受診率の向上
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